
P.6 ●パワーアップ！ 地域福祉の現場力〔第8回〕
 対話から始まる人材育成
P.8 ●社協活動最前線
 曽於市社会福祉協議会（鹿児島県）
 住民主体の多世代交流・多機能型支援拠点事業をスタート

P.10 ●災害に備える地域づくり〔第3回〕
 宍粟市社会福祉協議会（兵庫県）
 BCPからDCPへ

P.12 ●社協を発信！
 伊那市社会福祉協議会（長野県）
 若者層とネットワークを！ SNS連動型の情報発信
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○新「多機関の恊働による包括的支援体制構築事業」のイメージ図1

社
会
・
援
護
局
関
係
予
算 

主
要
事
項

1	

地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

	

新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築�

23
億
円

（
1
）

	�

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る	

新
し
い
地
域
包
括
支
援
体
制
の
構
築18

億
円

①�

多
機
関
の
協
働
に
よ
る
包
括
的
支
援
体
制
構
築

事
業�

（
新
規
）5
・
1
億
円

　

�　

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
新
し

い
地
域
包
括
支
援
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
に

実
施
。
福
祉
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化
を
踏

ま
え
、
単
独
の
相
談
機
関
で
は
十
分
に
対
応
で

き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
制
度
の
狭
間
」
の
課
題

の
解
決
を
図
る
観
点
か
ら
、
複
合
的
な
課
題
を

抱
え
る
者
等
に
対
す
る
包
括
的
な
支
援
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
協
働
し
、
地
域
に
必
要
と
さ

れ
る
社
会
資
源
を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
モ
デ

ル
的
に
実
施
す
る
（
図図
11
）。

②②��

ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

化
の
推
進

化
の
推
進��

（
新
規
）

（
新
規
）1
・
8
億
円

③
生
活
保
護
給
者
等
の
居
住
確
保
の
推
進
　
　
　

③
生
活
保
護
給
者
等
の
居
住
確
保
の
推
進
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　��

（
一
部
新
規
）

（
一
部
新
規
）5
・
3
億
円

（
2
）

	

生
産
性
の
向
上
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の	

	

効
率
的
・
効
果
的
な
提
供�

5
・
1
億
円

（
3
）

	

地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
新
た
な	

	

シ
ス
テ
ム
を
担
う
人
材
の
育
成
・
確
保

　

�（
平
成
27
年
度
補
正
予
算
（
案
）
に
お
い
て
、

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て
緊
急
に
実

施
す
べ
き
対
策
と
し
て
計
上
）

　
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
地
域
福
祉
関
連
予
算
案
で
は
、
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

　
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
地
域
福
祉
関
連
予
算
案
で
は
、
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
予
算
と
し
て

係
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
予
算
と
し
て
2323
億
円
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
・
就
労
支
援

億
円
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
・
就
労
支
援

等
の
推
進
お
よ
び
生
活
保
護
制
度
の
適
正
実
施
と
し
て

等
の
推
進
お
よ
び
生
活
保
護
制
度
の
適
正
実
施
と
し
て
22
兆兆
99
55
11
55
億億

円
が
計
上
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
関
連
予
算
は

円
が
計
上
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
関
連
予
算
は

前
年
度
と
同
額
の

前
年
度
と
同
額
の
44
00
00
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成

　
ま
た
、
平
成
2727
年年
99
月月
1717
日
、
厚
生
労
働
省
は
「
新
た
な
時
代
に
対
応

日
、
厚
生
労
働
省
は
「
新
た
な
時
代
に
対
応

し
た
福
祉
の
提
供
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
公
表
し
た
。
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
福

し
た
福
祉
の
提
供
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
公
表
し
た
。
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
福

祉
ニ
ー
ズ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
誰
も
が
支
え
合
う
地
域
の
構
築

祉
ニ
ー
ズ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
誰
も
が
支
え
合
う
地
域
の
構
築

を
め
ざ
し
、
平
成

を
め
ざ
し
、
平
成
2828
年
度
に
は
新
た
な
事
業
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。

年
度
に
は
新
た
な
事
業
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。��

地
域
福
祉

関
連
予
算
案
の
動
向

平成28年度
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図2 平成２８年度における地域福祉関係予算の全体像
平成27年度

生活困窮者自立支援法（その他任意事業）

日常生活自立支援事業

ひきこもり対策推進事業

生活保護適正化事業

平成 28年度
生活困窮者自立支援法（その他任意事業）

ひきこもり対策推進事業

民生委員児童委員研修事業
※事業の位置付けのみ見直し

生活保護適正化事業

多機関の協働による包括的支援体制構築事業（新規）

地域における生活困窮者支援等のための
共助の基盤づくり事業

※都道府県、政令市のボランティアセンター関連事業費を統合
※補助基準額の見直し
　・人口50万人以上自治体単価　1,200万円 ⇒ 2,000万円

日常生活自立支援事業
※補助基準額の見直し
　・対前年度保障割合　70％ ⇒ 30％
　・利用契約者1人1月当たり算定額　2,500円 ⇒ 5,900円
　・生活保護受給者利用料1人1月当たり算定額 1,200円 ⇒ 2,300円

被災者見守り・相談支援事業
※見守り関連事業を整理統合の上、「被災者支援総合交付金」の
　　メニューとして復興庁に一括計上

地域における生活困窮者支援等のための
共助の基盤づくり事業

生涯現役活躍支援事業

民生委員児童委員研修事業

地域コミュニティ活動を活用した被災者生活支援事業
※被災者健康・生活支援総合交付金のメニューとして復興庁に一括計上

統
合

平成28年度地域福祉関連予算案の動向平成28年度地域福祉関連予算案の動向特集特集

2	
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の

	
着
実
な
推
進
及
び

	
生
活
保
護
制
度
の
適
正
実
施
等

（
1
）

	

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
着
実
な
推
進

　�

4
0
0
億
円

①①��

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
係
る
負
担
金

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
係
る
負
担
金

　（
必
須
事
業
）

　（
必
須
事
業
）

��

2
1
8
億
円

②②��

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
等
に
係
る
補
助
金

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
等
に
係
る
補
助
金

　（
任
意
事
業
）

　（
任
意
事
業
）

��

（
一
部
新
規
）

（
一
部
新
規
）1
8
3
億
円

　
1�	

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業�

33
億
円

　
　

�

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
を
支
援
す
る

た
め
に
、
学
習
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

高
校
中
退
防
止
及
び
家
庭
訪
問
の
取
り

組
み
の
強
化
を
図
る
。

　
2�	

生
活
困
窮
者
の
就
農
訓
練
・
中
間
的
就

労
の
推
進�

（
新
規
）5
・
6
億
円

　
　

�

生
活
困
窮
者
等
の
就
労
を
推
進
す
る
た

め
、
民
間
団
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に

よ
る
農
業
体
験
や
研
修
を
実
施
し
就
農

や
社
会
参
加
促
進
を
支
援
す
る
。

　
　

�

都
道
府
県
に
就
労
訓
練
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
社
会
保
険
労

務
士
等
の
有
資
格
者
）
を
、
福
祉
事
務

所
設
置
自
治
体
に
就
労
訓
練
事
業
所
育

成
員
を
配
置
し
、
就
労
訓
練
実
施
事
業

所
の
開
拓
・
育
成
を
促
進
す
る
。

　
　
　

�〈
平
成
27
年
度
補
正
予
算
〉

　
　

�　

�

生
活
困
窮
者
世
帯
の
子
ど
も
が
経
済
的
理

由
に
よ
り
学
習
意
欲
や
向
上
心
を
失
う
こ

と
が
な
い
よ
う
、
現
行
の
教
育
支
援
資
金

（
生
活
福
祉
資
金
）
の
貸
付
上
限
額
の
引
き

上
げ
な
ど
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
平
成
27

年
度
補
正
予
算
に
25
億
円
を
計
上
。

（
2
）

	

生
活
保
護
制
度
の
適
正
実
施	

�

2
兆
8
7
1
1
億
円

3	

簡
素
な
給
付
措
置
（
臨
時
福
祉
給
付
金
）�	

�

1
0
3
3
億
円

4	

年
金
生
活
者
等

	

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金�

4
5
0
億
円

地
域
福
祉
関
係
予
算

　

平
成
27
年
4
月
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

の
創
設
に
と
も
な
い
、
地
域
福
祉
関
係
予
算
の
体

系
が
再
編
さ
れ
、そ
の
多
く
は「
そ
の
他
任
意
事
業
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
そ
の
他
任

意
事
業
」
に
含
ま
れ
た
平
成
28
年
度
の
地
域
福
祉

関
係
予
算
の
全
体
像
は
図
2
の
通
り
で
あ
る
。

1
．	 �地
域
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
支
援
等
の

た
め
の
共
助
の
基
盤
づ
く
り
事
業

　
「
生
涯
現
役
活
躍
支
援
事
業
」
と
統
合
し
、

従
来
、
生
涯
現
役
活
躍
支
援
事
業
で
対
象
と
し

て
い
た
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
関
連
事
業
費
を
、
新
た
に
本

事
業
の
対
象
と
し
、
補
助
基
準
額
の
見
直
し
が

さ
れ
た
。

2
．日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

平
成
28
年
度
の
国
庫
補
助

基
準
額
は
、
①
平
成
26
年
度

ま
た
は
平
成
27
年
度
国
庫
補

助
基
本
額
の
30
％
の
い
ず
れ

か
高
い
方
を
ベ
ー
ス
に
、
②

利
用
契
約
者
1
人
・
1
月
あ

た
り
の
算
定
額
5
9
0
0
円
、

生
活
保
護
受
給
者
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
1
人
・
1
月
あ
た
り

の
算
定
額
2
3
0
0
円
と

な
っ
た
。

　

な
お
、
補
助
基
準
額
は
補

助
金
交
付
の
配
分
の
際
の
メ

ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
り
、
各
都
道

府
県
等
の
事
業
実
施
（
支
出
）

段
階
に
お
い
て
、
上
記
単
価

に
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
、
各
自
治
体
に
お
い
て

基
準
額
に
よ
り
算
出
し
た
う

え
で
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
特

段
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

補
助
金
全
体
の
財
源
の
範
囲

内
で
国
は
相
談
に
応
じ
る
旨
も
示
さ
れ
て
い
る
。

3
．被
災
者
見
守
り
・
相
談
支
援
事
業

	

（
復
興
庁
所
管
「
被
災
者
支
援
総
合
交
付
金
」

	
�

2
2
0
億
円
の
内
数
）

　

仮
設
住
宅
に
お
け
る
避
難
生
活
の
長
期
化
や

災
害
公
営
住
宅
等
へ
の
移
転
に
よ
る
被
災
者
の

分
散
化
な
ど
、
被
災
者
を
取
り
巻
く
状
況
の
変

化
を
踏
ま
え
、
相
談
員
の
巡
回
に
よ
る
孤
立
防

止
の
た
め
の
見
守
り
や
相
談
支
援
等
を
推
進
す

る
。

老
健
局
関
係
予
算

地
域
支
援
事
業
の
推
進�

3
9
0
億
円

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
て
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
・
介
護
予
防
に
向
け
た
取
り

組
み
、
配
食・見
守
り
等
の
生
活
支
援
体
制
の
整
備
、

在
宅
生
活
を
支
え
る
医
療
と
介
護
の
連
携
お
よ
び

認
知
症
の
方
へ
の
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
等
を
一

体
的
に
推
進
し
な
が
ら
、
高
齢
者
を
地
域
で
支
え

て
い
く
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。
市
町
村
は
以
下

の
①
〜
④
ま
で
の
事
業
を
段
階
的
に
実
施
す
る
。

　
①
認
知
症
施
策
の
推
進
　
　
　�

1
1
3
億
円

　
②
生
活
支
援
の
充
実
・
強
化�

1
6
2
億
円

　
　

�

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
や
協

議
体
の
設
置
等
に
よ
り
、
担
い
手
や
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
等
を
行
い
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

お
よ
び
生
活
支
援
の
充
実
を
推
進
す
る
。

　
③
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進�

68
億
円

　
④
地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催�

47
億
円

　
　

�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
、
多

職
種
協
働
に
よ
る
個
別
事
例
の
検
討
等
を
行

い
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
、
地
域
課
題
の
把
握
等
を

推
進
す
る
。
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こ
れ
か
ら
の
新
し
い
福
祉
の

提
供
の
あ
り
方
を
検
討

　

平
成
27
年
9
月
17
日
に
公
表
し
た
「
新
た
な
時

代
に
対
応
し
た
福
祉
の
提
供
ビ
ジ
ョ
ン
」（
以
下
、

福
祉
の
提
供
ビ
ジ
ョ
ン
）
は
、
新
し
い
福
祉
の
提

供
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
で
、
福
祉
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
・
複
雑
化
と
、
高
齢
化
と
と
も
に
す
す

む
人
口
減
少
に
対
応
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
の
も

と
に
厚
生
労
働
省
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
厚
生
労
働
省
全
体
で
社
会

福
祉
の
方
向
性
を
考
え
る
た
め
、
社
会
・
援
護
局

長
が
主
査
と
な
り
つ
つ
、
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
、

障
害
保
健
福
祉
部
、
老
健
局
の
ほ
か
、
社
会
保
障

担
当
の
政
策
統
括
官
が
参
画
し
ま
し
た
。
ま
た
、

健
康
局
や
労
働
関
係
の
部
局
に
も
相
談
し
な
が
ら

議
論
を
行
い
ま
し
た
。

多
機
関
の
協
働
に
よ
る

包
括
的
支
援
体
制
構
築
の
推
進

　

今
日
ま
で
の
制
度
・
仕
組
み
は
、
高
齢
者
に
対

す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
者
に
対
す
る
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、
子
ど
も
に
対
す
る
児
童
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
、
対
象
者
ご
と
に
制
度
が
つ
く
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
を
も
つ
人
に
対
し

て
、
対
象
を
定
め
て
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
仕
組
み
は
非
常
に
有
効
に
機
能
し
、
現
在
に

お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
制
度
で
考
え
る

こ
と
は
引
き
続
き
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
地
縁
や
血
縁
の
つ
な
が
り
、
家

庭
の
支
援
、
互
助
の
取
り
組
み
と
い
っ
た
も
の
が

弱
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
は
、
世
帯
全
体
で
複
合

的
な
課
題
を
有
し
て
い
る
場
合
や
、
障
害
の
あ
る

生
活
困
窮
者
、
若
年
性
認
知
症
、
難
病
疾
患
の
方

な
ど
、
重
要
な
ニ
ー
ズ
を
も
ち
な
が
ら
も
制
度
の

狭
間
に
置
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
を
創
設

す
る
に
あ
た
っ
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
点
で

す
。
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、
包
括
的
に

ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
て
、
必
要
に
応
じ
て
社
会
資

源
も
開
発
す
る
と
い
う
全
世
代
・
全
対
象
型
の
包

括
的
な
相
談
支
援
シ
ス
テ
ム
を
整
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
成
28
年
度
予
算
案
で
は
、
こ
の
体
制

の
構
築
に
向
け
て
、
モ
デ
ル
的
に
包
括
的
な
相
談

支
援
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

相
談
支
援
包
括
化
推
進
員
を
配
置
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
と
し
て

改
め
て
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
を
つ
く
る
こ
と
に

は
こ
だ
わ
ら
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
相
談
窓
口
に
配
置
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
る
と
い
う
形
も
あ
り
ま

す
し
、
柔
軟
な
形
で
地
域
に
お
い
て
包
括
的
な
体

制
が
組
め
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
形
式
で
あ
っ
て
も
、
制
度
の
狭
間
に

い
る
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
う
の
か

を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
ず
本
人
や
家

族
は
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
の
で
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
も
含
め
た
総
合
的
・

包
括
的
な
相
談
対
応
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
は
、
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
ア
セ
ス

メ
ン
ト
し
、
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
支
援
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し

た
支
援
を
可
能
と
す
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
多

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
連
携
を
す
る
際
は
福
祉
の
枠
組
み
だ
け

で
考
え
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
働
く

世
代
の
が
ん
患
者
で
、
会
社
を
辞
め
た
方
の
再
就

職
が
難
し
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
な
場
合
に
雇
用
分
野
と
連
携
を
し
て
い
る
と
、

円
滑
に
就
労
支
援
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
仕
組
み
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
う
相
談

支
援
包
括
化
推
進
員
は
す
べ
て
の
分
野
に
精
通
し

て
い
る
必
要
が
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
必
ず
し
も
そ
の
必
要
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
基
本
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
必
要

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
は

専
門
機
関
が
充
実
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
間
を
つ

な
ぐ
役
割
が
こ
の
体
制
で
の
い
ち
ば
ん
大
き
な
ポ

厚生労働省 年金局　企画官

熊木　正人　氏

　
前
頁
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
平
成

　
前
頁
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
平
成
2828
年
度
予
算
案
で
は
、
平
成

年
度
予
算
案
で
は
、
平
成
2727
年年
99
月月
1717
日
に
公

日
に
公

表
さ
れ
た
「
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
福
祉
の
提
供
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
新
た
な
事

表
さ
れ
た
「
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
福
祉
の
提
供
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
新
た
な
事

業
が
盛
り
込
ま
れ
た
。地
域
福
祉
推
進
委
員
会
は
、
第

業
が
盛
り
込
ま
れ
た
。地
域
福
祉
推
進
委
員
会
は
、
第
33
回
常
任
委
員
会
（
同
年

回
常
任
委
員
会
（
同
年
1010
月月
2222

日
開
催
）
に
お
い
て
、ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
た
厚
生
労
働
省
年
金
局
企
画
官

日
開
催
）
に
お
い
て
、ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
た
厚
生
労
働
省
年
金
局
企
画
官
　　

熊熊

木
正
人
氏

木
正
人
氏
（
策
定
時
は
社
会
・
援
護
局
地
域
福
祉
課
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
室
長
）

（
策
定
時
は
社
会
・
援
護
局
地
域
福
祉
課
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
室
長
）
を
招
き
、
そ
の

を
招
き
、
そ
の

ね
ら
い
や
社
協
へ
の
期
待
等
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い
た
の
で
概
要
を
紹
介
す
る
。

ね
ら
い
や
社
協
へ
の
期
待
等
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い
た
の
で
概
要
を
紹
介
す
る
。��

誰
も
が
支
え
合
う

地
域
の
構
築
に
向
け
た

新
し
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
福
祉
提
供
ビ
ジ
ョ
ン
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新たな時代に対応した福祉の提供ビジョン

４つの改革

新しい支援体制を支える環境の整備

４ 総合的な人材の育成・確保
●１を可能とするコーディネート人材の育成
●福祉分野横断的な研修の実施
●人材の移動促進　　等

３ 効果的・効率的なサービス提供のための生産性向上

地域住民の参画と協働により、誰もが支え合う共生社会の実現

●先進的な技術等を用いたサービス提供手法の効率化
●業務の流れの見直しなど効率的なサービスの促進
●人材の機能分化など良質で効果的なサービスの促進　　等

❶福祉ニーズの多様化・複雑化 〔制度ごとのサービス提供〕

複合的な課題を有する場合や
分野横断的な対応等に課題

❷高齢化の中で人口減少が進行

地域の実情に応じた
体制整備や人材確保が課題

２ 高齢、障害、児童等への総合的な支援の提供
新しい地域包括支援体制
〔包括的な相談支援システム〕

１ 包括的な相談から見立て、
　　支援調整の組み立て＋資源開発 ●多世代交流・多機能型の福祉拠点の整備推進

　・ 運営ノウハウの共有
　・ 規制緩和の検討　　等
●１を通じた総合的な支援の提供

●地域により
　・ワンストップ型
　・連携強化型

●地域をフィールドに、 
保健福祉と雇用や農業、
教育など異分野とも連携

による
対応

誰もがそのニーズに合った
支援を受けられる地域づくり

サービス提供のほか
地域づくりの拠点と
しても活用

介護
サービス

高齢者

障害福祉
サービス

障害者

子育て
支援

子ども

高齢者 障害者 子ども

引きこもり
障害のある困窮者
若年認知症

難病患者・がん患者
　　　　　　　など

背景・課題

平成28年度地域福祉関連予算案の動向平成28年度地域福祉関連予算案の動向特集特集

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る

人
へ
の
支
援
は
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
福
祉
だ
け
で
考
え
な
い
で
、
少
し
ず
つ

連
携
先
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
、
地
域
に

お
い
て
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
総
合
的
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
て

　
「
福
祉
の
提
供
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
も
う
ひ
と
つ

の
柱
と
し
て
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
総
合
的
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
ま

す
。
こ
の
点
は
、
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
す
す
む

な
か
で
、
今
後
の
福
祉
の
提
供
体
制
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
中
山
間

地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
高

齢
者
も
障
害
者
も
児
童
も
集
ま
れ
る
よ
う
な
支
援

拠
点
を
整
備
し
、
効
率
的
に
運
営
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
た
め
に
は
、
専
門
性
と
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
担
保
し
つ
つ
、
事
業
を
展
開
し
や
す
い
よ

う
に
要
件
の
緩
和
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
高
齢
者
施
設
や
障
害
者
施
設

に
は
相
談
室
が
1
部
屋
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
基
準
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、
ひ
と
つ
の
建
物
内

に
相
談
室
が
2
部
屋
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
国
と
し
て
は
1
部
屋
で
い
い
と
い
う
整
理

に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は

2
部
屋
必
要
で
あ
る
と
指
導
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
こ
う
い
っ
た
例
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、
平
成
27
年
度
中
に
国
と
し
て
の
整

理
を
示
す
べ
く
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
緩
和

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
あ
る
施
設
を
つ
く
る
た
め

に
補
助
金
が
出
て
い
る
場
合
、
そ
の
施
設
は
10
年

経
た
な
い
と
目
的
外
の
使
用
が
で
き
な
い
と
い
う

一
般
原
則
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
一
定
期
間
後

に
転
用
を
認
め
る
要
件
を
拡
大
し
た
り
、
多
世
代

交
流
・
多
機
能
型
の
場
合
は
補
助
金
の
返
還
が
不

要
と
で
き
な
い
か
調
整
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
支
援
体
制
の

包
括
化
に
向
け
た
社
協
へ
の
期
待

　

最
後
に
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
社
会
・
援
護
局
だ

け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
局
が
入
っ
て
結
論
を
出

し
た
も
の
で
す
の
で
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
大

き
な
方
向
性
と
し
て
す
す
め
て
い
き
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
や
地
域
包
括
ケ
ア
、
そ
の
他
の
制
度
に
関

わ
っ
て
い
る
社
協
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
す
す

め
な
が
ら
も
、
さ
ら
な
る
地
域
の
包
括
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
日
ま
で
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
き
た
社

協
の
取
り
組
み
を
今
後
も
継
続
し
つ
つ
、
そ
の
う

え
で
、
就
労
支
援
な
ど
異
分
野
と
の
連
携
を
ど
う

す
す
め
て
い
く
の
か
、
他
の
関
係
者
を
ど
う
巻
き

込
ん
で
い
く
の
か
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
モ
デ
ル

事
業
を
や
ら
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
方
向
性
は
非

常
に
重
要
な
も
の
な
の
で
、
地
域
で
で
き
る
こ
と

を
す
す
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
本
文
の
内
容
は
、
平
成
27
年
10
月
当
時
の
も
の
。

た
だ
し
、
文
中
の
「
相
談
支
援
包
括
化
推
進
員
」

に
つ
い
て
は
、当
時
は「
包
括
的
相
談
支
援
推
進
員
」

と
し
て
説
明
）

厚生労働省資料
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連
載

組
織
開
発
に
お
け
る
人
材
育
成
と
は

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
6
つ
の
社
協
に

足
を
運
び
、
各
地
の
社
協
な
ら
で
は
の
組
織
づ

く
り
と
人
材
育
成
の
実
践
を
紹
介
し
て
き
た
。

こ
の
連
載
で
一
貫
し
て
着
目
し
て
き
た
の
は
、

社
協
に
お
け
る
人
材
育
成
の
試
み
の
プ
ロ
セ
ス

と
、
そ
の
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
あ
っ

た
。
そ
の
際
、
社
協
を
ひ
と
つ
の
組
織
と
と
ら

え
、
職
員
た
ち
が
組
織
の
ハ
ー
ド
な
側
面
と
ソ

フ
ト
な
側
面（
図
１
図
１
）に
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
着
眼

し
た
。

社
協
に
限
ら
ず
、
何
ら
か
の
目
的
や
使
命
を

も
つ
組
織
の
活
動
は
、
そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

お
い
て
6
つ
の
課
題
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
中
村
：
2
0
1
5
）「
目
的
・
戦
略
」「
構
造
」

「
業
務
の
手
順・技
術
」「
制
度（
施
策
）」と
い
っ

た
ハ
ー
ド
な
側
面
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
例
え
ば
経
営
戦
略
を
構
想
し
た
り
人

事
評
価
の
仕
組
み
や
部
署
に
お
け
る
人
員
配
置

な
ど
に
手
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
組
織
の
営

み
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一

方
「
人
（
タ
レ
ン
ト
）」
や
「
関
係
性
」
と
い
っ

た
ソ
フ
ト
な
側
面
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
例
え
ば
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
を
コ
ー
チ

ン
グ
研
修
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
に
出

し
、
一
人
ひ
と
り
の
や
る
気
を
引
き
出
し
組
織

の
営
み
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。こ

れ
ま
で
の
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し

て
、
近
年
、
特
に
ソ
フ
ト
な
側
面
に
重
き
を
置

き
な
が
ら
、
ハ
ー
ド
な
側
面
と
の
両
側
面
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
組
織
開
発
（O

D

：

O
rganization D

evelopm
ent

）
と
い
う
手

法
が
登
場
し
て
い
る
。
組
織
開
発
と
は
、
組
織

を
構
成
し
て
い
る
個
が
、
組
織
の
成
長
を
生
む

変
革
者
と
し
て
の
意
思
と
自
覚
を
も
ち
、
仲
間

た
ち
と
協
働
し
な
が
ら
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
集

団
と
し
て
結
束
し
、
組
織
の
成
果
を
生
む
こ
と

を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
組
織
活
動
に

参
画
す
る
人
す
べ
て
に
「
人
が
大
切
に
さ
れ
、

活
き
活
き
と
し
た
風
土
が
結
果
と
し
て
好
業
績

を
も
た
ら
す
」11
と
い
う
価
値
へ
の
理
解
と
共

感
が
求
め
ら
れ
、
そ
う
し
た
共
通
認
識
の
も
と

に
、
組
織
の
風
土
や
文
化
を
変
革
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
が
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。

な
ぜ
社
協
に
組
織
開
発
の
視
点
が

求
め
ら
れ
る
の
か

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
社
協
の
職
員
た
ち
は
、
お

そ
ら
く
ど
こ
の
社
協
も
直
面
し
て
い
る
事
業
の

多
様
性
や
、
拡
大
化
す
る
使
命
に
対
す
る
葛
藤

や
組
織
の
存
続
へ
の
危
機
感
を
抱
き
つ
つ
、「
自

分
た
ち
は
こ
の
状
況
に
お
い
て
ど
う
し
て
い
き

た
い
か
」
と
い
う
問
い
に
対
峙
し
て
い
た
。
問

い
の
答
え
は
「
組
織
内
外
の
誰
か
か
ら
与
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
。
自
分
た
ち
が
答
え
を
出
す

の
だ
と
い
う
責
任
と
結
束
だ
」
と
い
う
認
識
か

ら
、
仲
間
と
の
ま
と
ま
り
を
最
優
先
に
し
な
が

ら
組
織
活
動
を
続
け
て
き
た
成
果
が
、
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
点

で
共
通
し
て
い
た
。

安
田
美
予
子
は
、
自
身
も
障
害
者
支
援
施
設

に
お
け
る
組
織
開
発
と
職
員
支
援
活
動
に
取
り

組
む
中
で
、
組
織
開
発
と
社
会
福
祉
の
方
法
論

で
あ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
両
手
法
の
価
値
の

類
似
性
や
親
和
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
人
間
尊
重
の
価
値
観
が
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。「
あ
な
た
が
組
織
の
風
通
し
が
悪
い

と
感
じ
た
ら
」
と
職
員
個
々
の
気
づ
き
や
問
題

提
起
か
ら
組
織
開
発
が
始
ま
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。（
安
田
：
2
0
1
5
）
こ
の
問
い
を

社
協
に
置
き
換
え
る
と
し
た
ら
何
が
見
え
て
く

る
だ
ろ
う
か
。
風
通
し
が
よ
く
、
活
気
あ
る
組

織
（
地
域
）
は
、人
が
大
切
に
さ
れ
る
組
織
（
地

域
）
で
あ
り
、
人
を
大
切
に
す
る
支
援
を
提
供

で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
社

協
職
員
の
活
動
方
針
で
も
あ
り
、
職
員
ら
の

ニ
ー
ズ
で
も
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

組
織
づ
く
り
と
人
材
育
成
は

対
話
か
ら
出
発
す
る

組
織
開
発
の
出
発
点
で
あ
る
対
話
と
は
、「
人

と
人
が
本
当
に
対
等
な
立
場
で
思
っ
て
い
る
こ

と
を
率
直
に
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
、
新
し
い

発
見
や
創
造
に
結
び
つ
き
、
成
果
も
元
気
も
で

て
く
る
よ
う
な
気
持
ち
の
良
い
」22
語
り
合
い

が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
組
織
の
中
に
仲
間

と
の
ま
と
ま
り
を
生
む
仕
掛
け
と
し
て
重
要
と

な
っ
て
く
る
。
図
2
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
気

持
ち
の
よ
い
語
り
合
い
が
で
き
る
場
が
あ
ら
ゆ

る
形
で
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
、
4
つ
の

次
元
に
お
い
て
個
や
組
織
の
成
長
や
成
果
に
つ

な
が
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。（
堀
：

2
0
1
1
）

こ
こ
で
い
う
成
長
と
は
、
目
に
は
見
え
に
く

い
が
対
組
織
、
対
グ
ル
ー
プ
、
対
個
の
関
係
性

の
中
か
ら
生
ま
れ
る
関
係
性
的
経
過
（
プ
ロ
セ

第8回

対
話
か
ら
始
ま
る

対
話
か
ら
始
ま
る

人
材
育
成

人
材
育
成

 

同
志
社
大
学
　
社
会
学
部
社
会
福
祉
学
科
　
准
教
授   

野
村
　
裕
美

最終回

6



連
載

図1 組織の6つのマネジメント

（出典） 中村和彦『入門 組織開発 活き活きと働ける職場をつくる』光文社新書、2015、23頁
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ス
）を
さ
し
、
活
動
の
土
台
と
な
る
も
の
を
さ

す
。（
津
村
：
2
0
1
2
）
一
方
成
果
と
は
、

そ
の
よ
う
な
土
台
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
と
な
る

営
み
を
さ
す
。
例
え
ば
、
意
見
や
立
場
の
違
う

職
員
た
ち
が
粘
り
強
く
対
話
を
続
け
て
い
る
さ

ま
、
そ
れ
に
よ
り
達
成
で
き
た
仕
事
な
ど
で
あ

る
。
組
織
開
発
で
は
、
組
織
の
成
長
と
そ
の
営

み
が
生
み
出
す
成
果
は
一
体
的
な
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
よ
り
よ
い
成
果
が
生
ま
れ
て
く
る
土

台
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
す
る
営
み
で

あ
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
る
と
い
え
る
。

本
誌
で
も
連
載
で
紹
介
し
た
、
旭
川
市
社
協

の
部
署
間
事
例
検
討
会
や
富
士
見
町
社
協
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
発
表
会
、
精
華
町
社
協
の
職
員

研
修
企
画
委
員
会
の
取
り
組
み
は
、
組
織
の
横

の
協
働
関
係
や
組
織
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
め

ざ
し
た
対
話
を
意
図
的
に
仕
掛
け
て
い
た
。
ま

た
、
米
原
市
社
協
の
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
活
動

も
、
事
例
劇
を
用
い
な
が
ら
多
職
種
、
住
民
を

含
め
た
対
話
の
場
を
生
み
出
し
て
い
る
。

連
載
で
は
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
愛
知

県
半
田
市
社
協
で
は
毎
月
2
回
開
催
さ
れ
る
事

例
検
討
会
に
よ
り
、
組
織
の
内
外
の
協
働
関
係
、

行
政
や
地
域
の
事
業
所
と
の
ま
と
ま
り
を
め
ざ

し
た
取
り
組
み
が
4
年
間
続
い
て
い
る
。
1
回

は
社
協
外
の
地
域
の
関
係
機
関
の
職
員
も
参
加

で
き
る
会
と
し
て
、
も
う
1
回
は
社
協
内
の
職

員
だ
け
が
参
加
す
る
会
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

る
。
事
例
提
供
者
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

後
、
参
加
者
か
ら
事
例
提
供
者
へ
質
問
が
何
度

も
重
ね
ら
れ
、
最
終
的
に
は
具
体
的
な
支
援
の

ア
イ
デ
ア
ま
で
出
し
て
い
く
。
事
例
を
担
当
し

て
い
る
職
員
は
、
参
加
者
と
の
対
話
に
よ
り
専

門
職
と
し
て
あ
る
べ
き
支
援
を
生
み
出
す
責
任

が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
愛
知
県
豊
田
市
で
は
、
平
成
27
年
３

月
に
策
定
し
た
豊
田
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域

福
祉
活
動
計
画
に
お
い
て
専
門
機
関
同
士
の
連

携
を
強
化
し
、
社
会
的
孤
立
に
陥
る
危
険
性
の

あ
る
人
の
支
援
を
推
進
す
る
と
い
う
方
向
性
を

明
示
し
た
。
課
や
組
織
を
超
え
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
確
実
に
と
れ
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
、
豊
田
市
社
会
福
祉
事
務
所
職
員
と
豊
田

市
社
協
職
員
が
事
例
を
用
い
た
合
同
対
話
型
研

修
に
着
手
し
始
め
て
い
る
。
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
に
両
者
が
本
気
で
取
り
組
み
始
め
た
。

ほ
か
に
も
、
福
井
県
社
協
で
は
、
一
人
前
の

社
協
職
員
像
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
研
修

体
系
づ
く
り
と
平
行
し
県
社
協
、
市
町
村
社
協

職
員
等
が
会
議
を
重
ね
、「
社
協
職
員
と
し
て

育
つ
・
育
て
る　

社
協
職
員
基
礎
力
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト　

活
用
の
手
引
き
」
を
作
成
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
社
協
職
員
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
自
分
た
ち
は
ど
う
考
え
る
の
か
。
多
様

な
業
務
を
担
当
す
る
社
協
の
ど
の
部
署
に
い
な

が
ら
も
共
通
し
て
も
つ
こ
と
が
で
き
る
社
協
職

員
ら
し
さ
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
市
町
村
社

協
職
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
対
話
の
積
み
重
ね

か
ら
、
こ
の
手
引
き
が
生
ま
れ
て
い
る
。

連
載
で
紹
介
し
た
久
喜
市
社
協
の
「
心
構
え

10
か
条
」
や
「
職
員
マ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
、

岩
手
県
社
協
が
実
施
す
る
研
修
と
職
場
の
行
き

来
を
通
し
て
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
仕
掛
け
も

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ

う
。最

後
に
、
こ
の
連
載
を
使
っ
て
ケ
ー
ス
メ

ソ
ッ
ド
討
議
を
し
て
み
る
こ
と
を
す
す
め
た
い
。

登
場
す
る
社
協
職
員
が
も
し
あ
な
た
だ
っ
た
ら
、

課
題
に
ど
う
対
応
す
る
だ
ろ
う
か
。
わ
が
社
協

に
置
き
換
え
て
、
ぜ
ひ
と
も
仲
間
と
対
話
し
て

み
て
ほ
し
い
。
そ
こ
か
ら
何
か
が
始
ま
る
か
も

し
れ
な
い
。

引
用
文
献

引
用
文
献

11
中
村
和
彦

『
入
門　

組
織
開
発　

活
き
活
き
と
働
け
る
職
場
を

つ
く
る
』
光
文
社
新
書
、
2
0
1
5
年
、
1
9
0
頁

22
中
野
民
夫
・
堀
公
俊

『
対
話
す
る
力 

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
23
の
問
い
』
日

本
経
済
新
聞
出
版
、
2
0
0
9
年
、
1
頁

参
考
文
献

参
考
文
献

⃝�

中
村
和
彦
『
入
門　

組
織
開
発　

活
き
活
き
と
働
け

る
職
場
を
つ
く
る
』
光
文
社
新
書
、
2
0
1
5
年

⃝
安
田
美
予
子
「
連
載　

組
織
と
人
づ
く
り
」
渚
の
風

編
集
委
員
会 

編 『
渚
の
風
』
4
号
、
産
経
新
聞
制
作
、

2
0
1
5
年

⃝
安
田
美
予
子
「
障
害
者
支
援
施
設
に
お
け
る
施
設
理

念
構
築
に
か
ん
す
る
協
働
実
践
・
研
究
」　

人
間
福

祉
学
部
・
人
間
福
祉
研
究
科 

編
『H

um
an 

W
elfare

』
第
7
巻
第
1
号
、
関
西
学
院
大
学
人
間

福
祉
学
部
研
究
会
、
2
0
1
5
年

⃝
堀
公
俊
『
白
熱
教
室
の
対
話
術
』
T
A
C
出
版
、

2
0
1
1
年

⃝
津
村
俊
英
『PRO

CESS ED
U

CA
T

IO
N

  

学
び
を
支
援
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と

実
際
』
金
子
書
房
、
2
0
1
2
年
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柳迫地域福祉拠点づくり実行委員会

社協活動
最前線
曽於市
社会福祉協議会

住民主体の
福祉のまちづくりを
めざして、
多世代交流・多機能型
支援拠点事業をスタート

曽
そ

於
お

市社協では、市内26小学校区す
べてに校区社協を設置するなど、地
域の課題をより細やかな視点で見つ
けるための仕組みをつくりあげてき
た。平成28年３月からは、柳迫校区
での「多世代交流・多機能型支援拠
点づくり事業」が本格的にスタートす
る。徹底的に住民主体の活動をサポー
トする曽於市社協の動きを取材した。

社協データ
【地域の状況】（平成28年3月1日現在）
人　　口　　38,178人
世 帯 数　　18,381世帯
高齢化率　　36.8％

【社協の概要】（平成28年3月1日現在）
理　　事　	 	 10人
評 議 員　	 	 21人
監　　事　	 	 2人
職 員 数	 131人（正規職員39人、臨時
職員92人）

【主な事業】
●●校区社会福祉協議会活動事業
●●支えあいネットワーク事業
●●ボランティア・市民活動センター事業
●●福祉教育推進事業
●●住民参加型福祉サービス事業
●●介護保険事業
●●障害者総合支援事業

校
区
社
協
の
組
織
化
と

校
区
社
協
の
組
織
化
と

地
域
福
祉
行
動
計
画
づ
く
り

地
域
福
祉
行
動
計
画
づ
く
り

　

曽そ

於お

市
社
協
で
は
「
人
と
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
、
地
域
と
共
に
歩
む
」
と
い
う
理
念
の

実
現
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
校
区
社
協
の
充
実

に
力
を
注
い
で
き
た
。
現
在
、
市
内
の
小
学
校

区
を
単
位
と
し
て
26
の
校
区
社
協
を
設
置
し
、

住
民
主
体
の
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

校
区
社
協
の
設
置
は
、
平
成
17
年
に
三
町
が

曽
於
市
と
し
て
合
併
し
て
か
ら
始
ま
っ
た
。
曽

於
市
内
で
は
、
も
と
も
と
校
区
公
民
館
活
動
が

活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
各
種
サ
ー
ク
ル
活
動
、

お
祭
り
、
運
動
会
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活

動
な
ど
、
住
民
有
志
に
よ
る
地
域
活
動
が
充
実

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
こ
う
し
た
土
台
は
あ
り
ま
し
た
が
、
校
区

社
協
設
置
の
意
義
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
に
は

時
間
が
か
か
り
、
住
民
意
識
の
変
革
の
難
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
福
祉
課
題
は

自
分
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
に
く
い
た
め
、
市

社
協
か
ら
「
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
の
福
祉

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
、
校
区
社

協
ご
と
に
地
域
福
祉
行
動
計
画
策
定
の
働
き
か

け
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
は
、
そ
の
意
義
が
な

か
な
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

地
域
の
課
題
が
見
え
て
く
る
と
明
ら
か
に
意
識

が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
」
と
曽
於
市
社
協
の
山

口
和
美
・
地
域
福
祉
課
長
は
振
り
返
る
。

　

そ
こ
で
住
民
に
福
祉
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
、曽
於
市
社
協
で
は
、「
呼
ば
れ
れ
ば
、

い
つ
で
も
ど
こ
に
も
出
か
け
て
い
く
」
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
土
日
や
夜
間
に
開
催
さ
れ
る
地

域
の
集
ま
り
に
は
職
員
が
分
担
し
て
出
席
し
、

福
祉
課
題
へ
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
訴
え
て

き
た
。
こ
う
し
た
地
道
な
取
り
組
み
が
、
26
校

区
す
べ
て
の
校
区
社
協
設
置
、
そ
し
て
21
校
区

で
の
地
域
福
祉
行
動
計
画
と
い
う
結
果
に
結
び

つ
い
た
の
で
あ
る
。

柳
迫
校
区
に
設
置
す
る

柳
迫
校
区
に
設
置
す
る

多
世
代
交
流
・
多
機
能
型
支
援
拠
点

多
世
代
交
流
・
多
機
能
型
支
援
拠
点

　

校
区
社
協
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
よ
う
と
、
曽
於
市
社
協
で
は
、
平
成
27
年
10

月
か
ら
、
内
閣
府
の
地
方
再
生
戦
略
交
付
金
を

活
用
し
て
鹿
児
島
県
が
実
施
す
る
「
多
世
代
交

流
・
多
機
能
型
支
援
の
拠
点
づ
く
り
事
業
」
を

受
託
し
た
。
こ
れ
は
、「
地
方
創
生
」
に
向
け

て
国
が
策
定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
基
本
方
針 

2
0
1
5
」
に
「
小
さ
な
拠
点
」

の
整
備
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、

「
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
気
軽
に
集
い
、
必

要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
多
世
代
交
流
・
多
機

能
型
の
福
祉
拠
点
施
設
」
を
地
域
に
設
置
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

曽
於
市
社
協
が
こ
の
事
業
を
受
託
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
鹿
児
島
県
社
協
の
支
援
が
有
効
な

後
押
し
と
な
っ
て
い
る
。
県
社
協
は
、
地
方
創

生
関
連
予
算
が
地
域
福
祉
推
進
に
も
活
用
で
き

る
と
考
え
、
早
く
か
ら
県
と
も
協
議
を
す
す
め

て
お
り
、
県
内
社
協
が
集
ま
る
会
議
で
情
報
を

提
供
し
、
社
協
で
の
事
業
展
開
を
提
案
し
た
。

曽
於
市
社
協
と
し
て
も
独
自
に
で
も
取
り
組
む

べ
き
活
動
だ
と
と
ら
え
、
市
行
政
に
対
し
て
説

明
し
理
解
を
得
た
と
い
う
。

　

こ
の
事
業
は
た
だ
拠
点
を
つ
く
る
だ
け
で
は

な
い
。
拠
点
を
活
用
し
て
要
援
護
者
の
見
守
り

や
生
活
困
窮
者
等
の
支
援
な
ど
、
地
域
課
題
や

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
複
合
的
な
活
動
を
住

民
自
身
が
実
践
す
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
事
業

の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
拠
点
の
立
ち
上

げ
の
段
階
か
ら
住
民
を
巻
き
込
み
、
拠
点
の
運

営
や
拠
点
で
の
活
動
を
担
う
住
民
の
組
織
と
人

材
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

　
そ
こ
で
福
祉
拠
点
施
設
を
設
置
す
る
の
は

柳
迫
校
区
と
し
た
。
柳
迫
校
区
は
、
人
口

1
3
8
3
名
、
世
帯
数
は
6
5
2
世
帯
で
、

校
区
内
に
は
16
の
自
治
会
が
あ
る
。
大
企
業
の

工
場
が
近
隣
に
あ
る
お
か
げ
で
若
い
人
た
ち
が

900年以上の伝統をもつ「県下三大祭り」
のひとつ「弥五郎どん祭り」
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後列右から2番目が山口地域福祉課長、前列左から曽於市社協市
吉会長と実行委員会福岡会長

福祉拠点づくり事業会議（運営・支援）

人材育成など ○ボランティア・担い手の養成
○専門職等の派遣（地域リハ広域支援センター）

地域住民による生活課題への気づき・共有

課題への対応（住民主体の活動）地域包括
支援センター 社会福祉協議会

常設型サロン多世代交流 生活支援等の活動 相談窓口 就労支援

生活困窮者

障がい者子ども

高齢者

地域福祉の拠点

（旧深川駐在所）

柳迫地域における福祉拠点づくり事業イメージ

曽於市（鹿児島県）
鹿児島県東部の大隅半島北部に位置する。2005年7月に、曽於郡の末吉町・財部町・大隅町が合併して誕生した。畜産や
農業が盛んな土地である。曽於市大隅町は巨人伝説の「弥五郎どん」で知られ、町の中心の小高い丘には巨人像が建っている。
大和朝廷の時代に存在したと言われる謎の人物は、強い九州男児を象徴する存在として地元では信仰の対象ともなっている。

増
え
、
子
ど
も
も
生
ま
れ
て
人
口
が
毎
年
増
え

続
け
て
い
る
と
い
う
鹿
児
島
県
内
で
も
稀
な
地

域
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
区
に
は
旧
深
川
駐

在
所
が
あ
り
、
そ
の
跡
地
の
有
効
な
活
用
法
に

つ
い
て
住
民
た
ち
か
ら
曽
於
市
に
要
望
書
が
出

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
選
定
に
い
た
っ
た
。

拠
点
づ
く
り
を
核
に
地
域
全
体
の

拠
点
づ
く
り
を
核
に
地
域
全
体
の

福
祉
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い

福
祉
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い

　

こ
の
拠
点
づ
く
り
を
推
進
し
、
実
際
の
運
営

を
担
う
の
は
、
基
本
的
に
は
地
域
住
民
た
ち
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
校
区
公
民
館
役
員
・
民
生

委
員
・
小
学
校
校
長
・
消
防
団
長
・
P
T
A

代
表
・
サ
ロ
ン
代
表
と
い
っ
た
人
た
ち
が
一
堂

に
集
ま
っ
て
、「
柳
迫
地
区
に
お
け
る
福
祉
拠

点
づ
く
り
実
行
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
た
。
そ

こ
に
行
政
や
曽
於
市
社
協
も
加
わ
っ
た
検
討
会

議
を
何
度
も
実
施
し
、
先
行
地
事
例
の
勉
強
会

や
視
察
、
具
体
的
な
拠
点
の
あ
り
方
の
検
討
が

す
す
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
曽
於
市
社
協
で
は
、
拠
点
の
機
能
や

運
営
に
つ
い
て
議
論
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ

の
検
討
会
議
に
お
い
て
地
域
の
支
え
合
い
マ
ッ

プ
を
作
成
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。
こ
れ
は
、

拠
点
に
ど
ん
な
機
能
を
も
た
せ
る
か
を
考
え
る

前
に
、
ま
ず
こ
の
地
域
に
暮
ら
す
住
民
の
ニ
ー

ズ
や
地
域
の
課
題
を
し
っ
か
り
と
共
有
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

実
行
委
員
会
の
福
岡
勝
会
長
は
、
会
議
が
す

す
む
中
で
よ
う
や
く
事
業
の
本
質
が
見
え
て
き

た
と
正
直
な
感
想
を
語
る
。
実
行
委
員
の
本
音

と
し
て
は
、
駐
在
所
の
跡
地
を
助
成
金
で
改
修

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
ば
か
り
向
い

て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ

の
作
成
や
勉
強
会
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
自

分
た
ち
の
地
域
に
は
多
く
の
生
活
課
題
を
抱
え

た
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

　

例
え
ば
、「
若
い
世
代
が
入
居
し
て
い
る
新

興
住
宅
地
で
は
自
治
会
未
加
入
者
が
多
く
地
域

と
の
つ
な
が
り
が
薄
い
」、「
気
に
な
る
世
帯
が

あ
る
が
、
自
治
会
ご
と
に
住
民
の
中
か
ら
専
任

し
て
配
置
し
て
い
る
『
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
』の
見
守
り
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
」、「
高

齢
者
を
介
護
し
て
い
る
世
帯
の
介
護
者
が
疲
れ

て
い
て
大
変
そ
う
だ
」
と
い
っ
た
課
題
が
浮
か

び
あ
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
若
い
世
代
と
地
域
を
結
ぶ
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
企
画
や
子
育
て
サ
ロ
ン
の
開
催
、
民
生

委
員
と
の
連
携
に
よ
る
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
た
、
サ
ロ

ン
に
つ
い
て
も
、
新
し
い
拠
点
で
立
ち
上
げ
る

だ
け
で
な
く
、
拠
点
か
ら

遠
い
地
域
の
人
の
た
め
に

歩
い
て
行
け
る
範
囲
に
増

や
し
て
い
き
た
い
と
い
う

声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
拠
点
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
通
し
て
、
地
域

全
体
の
福
祉
活
動
に
活
性

化
の
機
運
が
生
ま
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
新
し
い
拠

点
の
名
称
は
、
住
民
か
ら

公
募
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
集
ま
れ
る
場
に
し
た
い

と
い
う
思
い
を
こ
め
て
、

「
皆み

な

来く
る

館か
ん

」
と
決
定
し
た
。

今
後
の
期
待
と
課
題

今
後
の
期
待
と
課
題

　

本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
は
、

「
皆
来
館
」
の
整
備
が
完
了
す
る
平
成
28
年
の

3
月
か
ら
で
あ
る
。
拠
点
に
は
、
当
面
、
曽
於

市
社
協
か
ら
正
職
員
を
派
遣
す
る
ほ
か
、
サ
ロ

ン
の
運
営
等
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
サ

ポ
ー
タ
ー
と
な
る
住
民
は
、
す
で
に
地
域
で

サ
ロ
ン
活
動
の
経
験
が
あ
る
方
で
、「
皆
来
館
」

だ
け
で
は
な
く
、
地
区
内
の
他
の
場
所
で
も
サ

ロ
ン
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
出
て
き

た
相
談
や
困
り
ご
と
に
対
し
て
は
、
専
門
職
に

つ
な
い
だ
り
、
専
門
職
と
一
緒
に
地
域
で
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

拠
点
の
機
能
に
つ
い
て
、
曽
於
市
社
協
で
は
、

将
来
的
に
は
、
多
世
代
交
流
や
常
設
型
サ
ロ
ン

を
行
う
ほ
か
、
子
ど
も
や
若
者
、
さ
ら
に
は
障

害
者
や
生
活
困
窮
者
の
就
労
支
援
ま
で
包
括
的

に
相
談
を
受
け
付
け
、
住
民
の
福
祉
活
動
と
協

働
し
て
支
援
を
行
え
る
場
所
に
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。（
図
参
照
）
そ
し
て
、
す

べ
て
の
校
区
に
お
い
て
同
様
の
福
祉
拠
点
を
設

置
す
る
こ
と
が
目
標
だ
。

　

ま
た
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
県
か
ら
の
補

助
、
そ
し
て
、
運
営
に
つ
い
て
は
県
か
ら
1
／

2
、
市
か
ら
1
／
2
の
補
助
が
出
る
が
、
平
成

30
年
度
以
降
は
地
域
住
民
に
よ
る
自
立
運
営
が

条
件
と
な
る
。
運
営
を
継
続
す
る
た
め
の
財
源

確
保
も
今
後
の
課
題
だ
。

　

拠
点
づ
く
り
を
き
っ
か
け
と
し
て
住
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
が
動
き
出
し
た
曽
於
市
社
協
・

柳
迫
校
区
で
の
取
り
組
み
。
そ
の
成
果
が
具
体

的
に
発
揮
さ
れ
る
の
を
、
多
く
の
住
民
た
ち
も

待
ち
望
ん
で
い
る
に
違
い
な
い
。
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第3回

Ｂ
Ｃ
Ｐ
か
ら
Ｄ
Ｃ
Ｐ
へ

Ｂ
Ｃ
Ｐ
か
ら
Ｄ
Ｃ
Ｐ
へ

宍し

粟そ
う

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
兵
庫
県
）

災
害
に
備
え
る
地
域
づ
く
り

災
害
に
備
え
る
地
域
づ
く
り

連
載
の
最
後
に
あ
た
り
、
本
会
が
策
定
し
た

B
C
P
か
ら
、
災
害
発
生
時
の
介
護
事
業
と
地

域
福
祉
活
動
へ
の
対
応
や
気
づ
き
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
B
C
P
を
被
災
後
の
地
域
福

祉
活
動
の
復
旧
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、
新

た
に
「
D＊
C
P（
緊
急
時
地
域
活
動
継
続
計
画
）」

を
紹
介
す
る
。

こ
れ
が
、
被
災
後
の
地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
活

動
の
継
続
を
図
る
計
画
と
な
る
こ
と
を
お
伝
え

し
、
災
害
に
備
え
る
地
域
づ
く
り
の
ま
と
め
と

し
た
い
。

災
害
時
の
介
護
事
業
と
地
域
福
祉
事
業

災
害
時
の
介
護
事
業
と
地
域
福
祉
事
業

大
規
模
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
は

3
日
く
ら
い
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
復
旧

ま
で
の
対
応
が
大
切
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
訪

問
介
護
事
業
は
、
災
害
時
に
は
利
用
者
の
安
否

確
認
と
最
低
限
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
最
優
先
さ
れ
る
。
利
用
者
の
安
否
確
認
に
つ

い
て
も
停
電
や
事
務
所
倒
壊（
水
没
）
の
中
で
の

利
用
者
台
帳
の
確
保
な
ど
、
事
前
対
策
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
訪
問
用
車
両
も
使
用
で
き
な

い
こ
と
を
想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

通
所
介
護
事
業
で
は
、
日
中
の
災
害
発
生
時

に
は
、
利
用
者
の
安
全
確
保
と
少
な
く
と
も
3

日
間
は
利
用
者
が
帰
宅
で
き
な
い
こ
と
を
想
定

し
、
そ
の
期
間
の
水
や
食
糧
、
介
護
用
品
な
ど

こ
れ
ら
の
業
務
と
合
わ
せ
、
災
害
時
に
は
事

務
機
器
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
バ
ー
な
ど
社
協

本
体
業
務
に
係
る
事
務
事
業
の
復
旧
計
画
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
り
わ
け
、
今
日
で
は
電
子
デ
ー
タ
の
保
存
先

を
複
数
場
所
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
は
、
災
害
の
種
類
（
震
災
・
水
害
・

火
山
災
害
等
）
に
応
じ
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

本
会
で
は
、
今
後
、
B
C
P
の
改
訂
を
予
定

し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
気
づ
き
を
漏
ら
さ
ず

計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

災
害
時
の
住
民
福
祉
活
動
も

災
害
時
の
住
民
福
祉
活
動
も
BB
CC
PP
にに

地
域
で
の
話
し
合
い
を
行
う
と
、
住
民
か
ら

は
、
災
害
時
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
（
例
え
ば
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
安
否
確
認
や
困
り
ご
と
の
手
伝
い
、

災
害
対
策
本
部
等
行
政
か
ら
の
情
報
伝
達
、
避

難
所
等
へ
の
誘
導
な
ど
）
が
出
さ
れ
る
。
災
害

の
種
類
や
刻
々
と
変
化
す
る
被
災
状
況
へ
の
対

応
な
ど
場
面
と
時
間
経
過
等
に
よ
り
、
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
種
多
様
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
災
害
時
に
新
た
に
発
生
す
る
地

域
の
福
祉
活
動
と
し
て
と
ら
え
、
こ
れ
に
係
わ

る
社
協
の
対
応
も
B
C
P
に
盛
り
込
む
必
要
が

あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
普
段
の
地
域
福
祉
活
動
が

災
害
に
よ
り
中
断
さ
れ
た
場
合
、
新
た
な
活
動

も
含
め
、
い
つ
ま
で
に
ど
れ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル

ま
で
復
旧
さ
せ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
の
活
動
が
地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
活
動
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
事
前
の
計
画
が
重
要
で
あ
り
、
社
協
だ
け
の

B
C
P
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
ぐ
る
み
で
行
う

の
ス
ト
ッ
ク
が
必
要
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
当

分
の
間
は
福
祉
避
難
所
と
し
て
の
対
応
が
想
定

さ
れ
る
。

地
域
福
祉
事
業
は
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、

一
旦
中
断
さ
せ
、
被
災
者
の
救
援
活
動
を
最
優

先
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

災
ボ
ラ
）
の
設
置
運
営
が
優
先
さ
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
も
再
開
時
の

優
先
順
位
や
代
替
え
方
法
、
不
足
す
る
職
員
の

確
保
な
ど
、
決
め
て
お
く
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
。

地
域
福
祉
活
動
を
ど
の
よ
う
に
継
続
し
て
い
く

の
か
と
い
う
D
C
P
の
視
点
が
必
要
に
な
る
。

平
時
か
ら
の
地
域
づ
く
り
が

平
時
か
ら
の
地
域
づ
く
り
が  

災
害
へ
の
備
え

災
害
へ
の
備
え

大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被

災
地
の
社
協
が
災
ボ
ラ
を
設
置
し
、
被
災
者
支

援
を
行
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
全
国
各
地
の

社
協
の
取
り
組
み
か
ら
当
然
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
災
ボ
ラ
の
担
い
手
が
社
協
で
あ
る
こ
と

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
災
ボ
ラ
運
営
は
、

社
協
の
本
丸
と
も
言
え
る
。

災
害
が
発
生
す
る
と
緊
急
的
な
被
災
者
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
大
災
害
の
場
合
は
、
長
期

的
な
被
災
者
の
生
活
支
援
の
一
端
を
社
協
が
担

う
こ
と
と
な
る
。

そ
の
意
味
で
社
協
の
災
害
時
事
業
継
続
計
画

を
、
地
域
福
祉
推
進
（
活
動
）
計
画
に
盛
り
込

む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
地
域
福
祉

活
動
の
B
C
P
で
あ
る
D
C
P
の
策
定
が
平
時

か
ら
必
要
で
あ
り
、
今
後
、
こ
の
考
え
方
を
地

域
へ
普
及
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

多
発
す
る
自
然
災
害
と
予
想
さ
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
大
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
は
、

待
っ
た
な
し
で
あ
る
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
の
推
進
が
、
災
害
に
備
え
る
取
り

組
み
で
も
あ
る
。

（
宍
粟
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

事
務
局
長　

山
本　

正
幸
）

＊�

D
C
P（D

istrict C
ontinuity Plan

＝
緊
急
時
地
域
活
動
継
続

計
画
）
と
は
、
災
害
時
に
地
域
ぐ
る
み
で
事
業
継
続
を
図
る
た
め
に

必
要
な
計
画
で
あ
り
、
個
別
の
企
業
等
に
適
用
さ
れ
る
B
C
P
の
考

え
を
地
域
全
体
に
広
げ
る
こ
と
か
ら
「
地
域
の
B
C
P
」
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。

コミュニティワーカーやケアマネジャーも参加した 
自治会での学習会
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　だいぶ寒さもやわらぎ、コート
を着るかどうかで悩む日が続いて
おります。
　今年の桜の開花は平年より早く
なるところが多いらしく、デパート
などでもお花見弁当の販売を早める
とのことです。季節の変わりめ、年
度の変わりめということで落ち着か

ない日々ではありますが、満開の桜
が見られるのはとても楽しみですね。
　さて、ノーマ社協情報では、社
会福祉法改正を含め、社会福祉協
議会を取り巻く状況に注目し、引
き続きご報告を行ってまいります。
　来年度もどうぞよろしくお願い
いたします。（志）

平成28年度 会議・研修 開催日程（全社協地域福祉部・地域福祉推進委員会）

名　称 開催日 会　場

都道府県・指定都市社会福祉協議会 部・課・所長会議　　　　 4月25 ～ 26日 灘尾ホール他

都道府県・指定都市社協ボランティアセンター所長会議　　　　 4月26日 灘尾ホール

災害ボランティア等に関する情報共有会議　　　　 4月26日 灘尾ホール

地域福祉推進委員会総会 5月18日 全社協会議室

日常生活自立支援事業担当部・課・所長会議 5月27日 全社協会議室

社会福祉協議会活動全国会議（第1回） 6月9 ～ 10日 灘尾ホール他

日常生活自立支援事業 専門員実践力強化研修会Ⅰ 7月14 ～ 15日 灘尾ホール他

全国福祉教育推進セミナー 8月9 ～ 10日 全社協会議室

都道府県・指定都市社協 福祉教育担当者連絡会議 8月10日 全社協会議室

地域生活支援ワーカー（地域福祉コーディネーター）リーダー研修会 9月7 ～ 8日 東京都内

生活支援コーディネーター研究協議会 10月19日 灘尾ホール

生活支援サービスフォーラム（仮称） 10月20日 灘尾ホール他

全国ボランティアフェスティバル（名称については検討中） 11月5 ～ 6日 東京都内

ふれあい・いきいきサロン全国研究交流集会 未定 未定

社協ボランティア・市民活動センター職員研究セミナー 12月13 ～ 14日 全社協会議室

全国ホームヘルパー協議会　ホームヘルプの質を高める研修会 12月15 ～ 16日 全社協会議室

災害ボランティアセンター運営者研修 未定（3回開催予定） 未定

平成29年平成29年

地域福祉コーディネーター等のマネジメント研修（仮称） 未定 未定

都道府県・指定都市社協 災害ボランティアセンター担当者連絡会議 1月20日 全社協会議室

地域の福祉力セミナー 1月22日 愛知県岡崎市

日常生活自立支援事業　専門員実践力強化研修会Ⅱ 2月9 ～ 11日 ロフォス湘南

住民参加型在宅福祉サービス全国連絡会総会 2月20日 全社協会議室

社会福祉協議会活動全国会議（第2回） 2月21日 灘尾ホール

市区町村社協 介護サービス経営セミナー 2月22日 全社協会議室

※平成28年2月23日現在の予定。開催日、会場は都合により変更される場合があります。
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ふたつのアルプスに抱かれた 
自然共生都市

伊那市は長野県の南部に位置し、南アルプスと
中央アルプスのふたつのアルプスに抱かれ、市の
中央部を天竜川と三峰川が流れる豊かな自然と歴
史、文化が育まれた自然共生都市です。南アルプ
スの登山口として多くの登山者も訪れます。人口
は約7万人、高齢化率は29.2％であり少子高齢化
がすすんでいます。
本会では、平成26年度に策定した「第2次伊那
市地域福祉活動計画」をもとに、地域福祉の推進
に取り組んでいます。また、個別的な住民ニーズ
に応えるべく、上伊那成年後見センターや生活困
窮者自立支援センター、高齢者や障害者関係の
サービス事業所を運営しています。

ターゲットを明確に 
「誰に何をつたえるのか」

広報活動について見直しを行ったのは、全社協
の「社会福祉法人広報強化セミナー」に出席した
ことがきっかけです。それまでは、情報発信は担
当職員の裁量にまかされており、組織としての方
針もなく、本会の広報活動を職員が知らず関心が
薄い状況でした。そこで、「広報・啓発活動事業

計画書（H26〜28）」を作成し、現在の広報活動
の実態をまとめるとともに、広報媒体によるター
ゲット層の分析や将来の方向性を明確にし、職員
が共有できるようにしました。
なかでも力を入れた取り組みは「SNS連動型の
情報発信」です。これまでも、広報誌やCATV番
組などさまざまな媒体を通して広報活動を行って
いましたが、特に若年層を意識してSNS（ソーシャ
ルネットワーキングサービス）を活用した社協活
動の発信を始めました。いずれも同じ内容をアッ
プしておりますが、Facebook・Twitter・LINE
といった3つのツールを使うことで、より多く幅
広い年齢層に発信していければと思っています。

「つたえる」から「つながる」へ 
広報はコミュニケーション手段

ウェブサイトのリニューアルにともない、各事
業所から1名を選出して構成された広報委員会を
発足しました。各部署から届く写真や記事（事業
所の様子や季節の行事、自主製品の紹介、ボラン
ティアとの関わりなど）を委員がまとめて広報担
当者に送り、「社協や福祉の“今”」をリアルタイム
で発信しています。また、各部署の職員が広報活
動に関わることによって、広報への理解や意識の
高まり、部署間の風通しが良くなるなどの変化を
感じています。職員からサイトの不具合を指摘さ
れることもありました。自分の社協の広報にもよ
り関心をもってもらえるようになったと思います。
さらに「ウェブサイトを見て来ました」という
ボランティア登録者が増えたり、記事を見た方か
ら書き込みやメッセージがあるなど、一方的な発
信だけではなく双方向のコミュニケーションに
なっていると感じています。実際に、相談ごとが
Facebookに書き込まれ、職員が連絡をとって対
応したというケースがあります。直接窓口を訪れ
たり、電話をするのは難しくても、SNSを通じて
ならば連絡をとりやすいという方もいらっしゃる
と考えています。社協と住民の間の壁を低くする
ひとつの手段として、今後も活用の場面を考えて
いきたいと思います。
まだまだ手探りですが、現在の広報体制の見直
しと改善を重ね、地域の福祉課題を住民の身近な
ものにし、福祉意識の醸成につながるような広報
活動の展開に努めていきます。

若
者
層
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
！

S
N
S
連
動
型
の
情
報
発
信

社協を

 発信！

伊
那
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
長
野
県
）

地域福祉係長

矢
や

澤
ざわ

 秀
ひで

樹
き

地元CATVと協力して作成している番組
「きらきら☆ふくし」の撮影風景です。
H27.12月で放送100回を迎えました

マスコットキャラの
「あいなちゃん」も

つぶやきます

P.6 ●パワーアップ！ 地域福祉の現場力〔第8回〕
 対話から始まる人材育成
P.8 ●社協活動最前線
 曽於市社会福祉協議会（鹿児島県）
 住民主体の多世代交流・多機能型支援拠点事業をスタート

P.10 ●災害に備える地域づくり〔第3回〕
 宍粟市社会福祉協議会（兵庫県）
 BCPからDCPへ

P.12 ●社協を発信！
 伊那市社会福祉協議会（長野県）
 若者層とネットワークを！ SNS連動型の情報発信
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